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【審査申請課題】

A病棟における神経筋難病病棟経験3年未満看護師の患者との関わりにおける思いから見
えてきたこと

5 30 申

【審査課題の概要】
神経筋難病は難治性・進行性の疾患であり、看護師の身体的・精神的負担は大きい。ま
た、神経筋難病患者とのコミュニケーションは特徴的であり、特に非言語的コミュニケー
ションには、さまざまな手段があるが、時問を要し、複数の患者を対応している看護師に
とっては容易ではない。さらに一患者の個別性もあり看護師はすべての患者の二ードに
沿ったケアを提供できていないのではという葛藤もある。
実際にA病棟では神経筋難病病棟経験が少ない看護師が、患者との関わりの難しさに負担を
感じ、配置転換を希望したり、退職している。A病棟のスタッフの声として、「訴えられる
患者のケアに時間を多く取られ、訴えられない患者へのケアが少なくなることへの葛藤が
ある。」「こだわりが強く細かい欲求が多い患者をケアすることに負担を感じる。」「患
者から心ない言葉をぶつけられる。」などが聞かれ、配置転換や跳職の要因にもなってい
るのではないかと思われる。

安束ら佗009)は、神経難病病棟経験3年未満(新人看護師を除く)は、「関わりの難しさ」
を感じ、酢職、配置転換意思に直接的に影響していたとされており、神経難病看護経験が3
年未満の場合は、サポートが弱いと雜職・配置転換意思とともに強まることも示されてい
るりと述べている。その一方で、千葉ら松019)の文献では、筋ジストロフィー病棟に勤務
する看護師の「仕事のやりがい」は職務満足の構成要素となっており、やりがいを感じて
いる者ほど職務満足度が高く、看護師が質の高い看護を提供するためには、看護師への満
足度を高める必要があることを明らかにしているのとされている。A病棟でも患者との長い
時間の関わりの中で少しの変化に気付くことができることや、コミュニケーションがうま
くいったときなどにやりがいを感じるといった経験ができる。しかし、自ら難病看護師を
目指そうとしている看護師が少なく、今後の育成に繋がっていない現状がある。
このように難病看護における看護のやりがいを感じることで質の高い看護に繋がっていく
という示唆がある一方で、困難さから艇職・配置転換意思、に繋がり、人材の育成にまでい
たっていない現状がある。さらに、神経筋難病病棟の経験が少ない看護師ほど、今までの
経験値では対応できず、看護のやりがいを感じないまま挫折してしまう可能性がある。
以上より、神経筋難病病棟における経験年数3年未満の看護師への支援は、必要不可欠であ
ると言える。よって、神経筋難病病棟経験3年未満看護師に焦点をあて、A病棟における神
経筋難病患者の看護に対する思いを明らかにすることで、病棟での支援の在り方の示唆を
得たいと考えた。
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